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前回までの例会 

2016 年 1月 22 日(金)第 1693 回 

卓  話 「大阪刑務所で学ぶ」 

卓話者 大阪刑務所 篤志面接委員 

     山口 三男 様 

紹介者  笹山 悦夫 会員 

今週の歌 「日も風も星も」「リンゴの唄」 

     「堺北ＲＣの歌」 

お客様の紹介 山口 三男 様 

出席報告・会員総会・会長の時間 

委員会報告・幹事報告・ＳＡＡ報告 

○皆出席表彰（１月度） 

藤永 誉会員(4回) 
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事務所  〒590-0940 堺市堺区車之町西 2丁 1番 30 号 ポピア南海 3階 302 号 

Tel（072)223-2300 番  Fax(072)223-5005 番 

例会日 毎週金曜日 午後 0時 30 分  

例会場 南海グリル 天兆閣別館 4 階「ローズ」 Tel:(072)222-0131 番（代表）  

 URL     : http://www.sakai-kita.jp/ 

E-mail  ： snrc＠jasmine.ocn.ne.jp 

ガバナー(第 2640 地区)  ： 辻 秀和 

ガバナー事務所  URL   ： http://www.rid2640g.com 
        E-mail ： hidekazu-2640@pure.ocn.ne.jp 
会長：坂田兼則  幹事：藤永 誉  広報委員長：山ノ内修一  編集者：米澤邦明 

 

第 2640 地区 堺北ロータリークラブ週報 

創立 1980 年 10 月 8 日 

2016 年 1 月 29 日 1693 号 

 

四つのテスト 言行はこれに照らしてから 1.真実かどうか 2.みんなに公平か 3.好意と友情を深めるか 4.みんなのためになるかどうか 

2016 年 1月 29 日(金)第 1694 回 

「テーブル会議」 

議題：タイ ノンケーム RC より 

姉妹クラブご提案について 

今週の歌 「R-O—T-A-R-Y」「雪」 

お客様の紹介  

出席報告・会員総会・会長の時間 

委員会報告・幹事報告・ＳＡＡ報告 

 

 

 
2015-16 年度 国際ロータリーのテーマ 

「世界へのプレゼントになろう」 
Be a Gift to the World 

国際ロータリー会長 K.R. ラビンドラン（スリランカ・コロンボ RC） 

本日の例会 

 

時間 

 

＜１月２２日(金)の出席報告＞ 

会 員 数           31 名 

出席会員           22 名 

欠席会員              9 名 

   ビジター          0 名   

ゲスト           1 名      

12 月 19 日(金)の出席率    90.32％ 

次週の例会 

 

時間 

 

2016 年 2月 5 日(金)第 1695 回 

卓 話 「国際奉仕月間」 

卓話者 国際奉仕委員長 澤井 久和 

  今週の歌『雪』 

雪やこんこ 霰やこんこ 

降っては 降っては 

ずんずん積もる 

山も野原も 綿帽子かぶり 

枯木残らず 花が咲く 

http://www.sakai-kita.jp/
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「大阪刑務所で学ぶ」 

篤志面接委員 山口 三男 

 

私は、大阪刑務所の篤志面接委員をしております。 

篤志面接委員とは、刑務所や少年院などに収容されている受刑者に対して、相談や面接、

教育や訓練等を行い、改善更生と社会復帰を手助けする民間ボランティアです。大阪刑

務所は、Ｂ級受刑者といわれる主に再犯を繰り返した再入者がほとんどで、執行刑期が

8年未満の者が収容されています。 

篤志面接委員には、いろいろな人がおられ教員、弁護士など資格を有する職業人、宗

教家や心理カウンセラーなど専門家、趣味・教養指導の先生、また、公務員や民間企業

の退職者、家庭の主婦などさまざまな階層、職域、立場の方々がおられます。 

現在、約１７００人が全国で活動されています。 

私は、大阪刑務所で月 1 回程度の活動をしています。それ以外に、保護司と民生委員

もしており、退職後はボランティアが仕事のような生活になっています。収入は、半減

しましたが、今はそれ以上に「元気の給与」をもらっていると思うほどこの仕事に感謝

しております。 

私は、集団就職で大阪に出てきて、郵便配達から苦労して局長になりましたが、どん

なことにもプラス思考で考え、すべてに感謝するようにしてきました。それは、貧乏の

どん底でも安易に生活保護を受けず、自立して生きようとした母の影響が大きかったと

思います。貧乏は勤勉と自己鍛錬の場だと考えれば、つらいけれども、決して悪いこと

だけではないと思います。逆に、感謝することなのかもしれません。 

受刑者の多くは、自暴自棄になっています。 

私は、個人面接や相談に応ずるときできるだけ分かりやすく話すように努力しています。

例えば、「正」という漢字は、「一」旦、立ち「止」まるという意味で、捨て鉢にならず、

じっくり考えて行動すること。そして、①夢を持つこと、②あきらめないことを、繰り

返し話します。私の経験だけでなく、出来るだけ著名なスポーツや芸能・文化人などの

不断の努力を紹介するようにしています。例えば、スキージャンプの葛西紀明さん、パ

ラリンピックの女子陸上選手の佐藤真海さん、プロボクシングの井岡一翔さん、「アンパ

ンマン」の作者のやなせたかしさんなど、新聞やマスコミなどで話題になる人々を紹介

しています。 

受刑者と接する篤志面接委員の活動は、彼らの改善更生と社会復帰にどれだけの力と

なっているのか、正直定かではありません。しかし、私自身が地域でできる篤志面接委

員の活動を通じて受刑者から多くのことを学び、私の元気の源になっていることは疑い

ありません。（笹山悦夫記） 

 

 

 

会長 坂田 兼則 

 

 昨年暮れに、宇瀬会員からすばらしい本をいただきました。 

本日は、その内容を少しお話いたします。 

 南米のウルグアイ東方共和国の 2010 年 3 月から昨年 2015 年 3 月まで大統領をして

おられた「ホセ・ムヒカ」大統領のはなしで、昨年双葉社から発行された「世界でもっ

とも貧しい大統領 ホセ・ムヒカの言葉」という本です。ウルグアイは、南米のブラジ

卓 話 

 

時間 

 

会長の時間 

 

時間 
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ルの南側に隣接する人口300万人ほどの国ですが、牛やヤギを輸出する資源豊かな国で

す。 

 ホセ・ムヒカ元大統領は、1935 年生まれ現在 80歳で、今は大統領を退任し、一国会

議員に戻っておられます。彼は青年のころに極左武装組織に入ってゲリラ活動をして、

1972年から13年間刑務所に入っていたそうです。 

 大統領になって、その給料は日本円で約131万円、そのうちの90％を事前事業と所属

する政党に寄付し、残りの約 27 万円は将来自分の農園に貧しい子どもたちのための農

業学校をつくるために貯金しているそうです。ちなみに奥さんも国会議員をしており、

それで生活しているそうです。 

 元々彼は農業をしており、現在でも 3 つの部屋しかない平家の壊れそうな家で、奥さ

んと何匹かの犬と暮らしているそうです。 

 大統領になって、2012年にブラジルのリオ・デ・ジャネイロで開催された国連環境会

議でのスピーチした内容が世界中の人々を感動させて、一躍時の人となりました。 

 彼が話した内容をかいつまんでお話します。 

「この会議で皆さんがずっと話されていたのは、持続可能な発展と世界の貧困を無くす

ことでしたが、この会議に出席されている私たちの本音は何なのでしょうか。現在の裕

福な国々の発展と消費モデルを真似することでしょうか」と疑問を投げかけ、又会場に

質問しました。「ドイツ人が一世帯でもつ車と同じ数の車をインド人が持てば、地球はど

うなるのでしょうか。息をするための酸素がどれぐらい残るのでしょうか。西洋の富裕

社会が持つ放漫な社会を世界の70億から80億の人々がもてると思いますか。その原料

がこの地球にあるのでしょうか。なぜ私たちはこのような社会を作ってしまったのでし

ょうか。マーケット経済の子ども、資本主義の子どもたち、つまり私たちが間違いなく

この無限の消費と発展を求める社会を作ってきたのです。このような残酷な競争社会で

成り立つ消費主義社会で、みんなで世界を良くしていこうという、共存共栄な議論はで

きるのでしょうか。どこまでが仲間で、どこからがライバルなのでしょうか。資源問題

は環境問題ではなく、政治的な危機問題なのです。物による裕福を求めるための消費社

会にコントロールされていることが現在の大きな問題です。消費が社会の原動力になっ

ている社会では、消費をひたすら早く、多くしなければなりません。消費がとまれば経

済が麻痺し、経済が麻痺すれば不況のお化けがみんなの前に現れます。本当なら10万時

間もつ電球をつくれるのに、1000時間しか持たない電球しか売ってはいけない。そんな

社会に私たちはいるのです。」 

まだ続きはありますが、ここで彼の言葉を少し紹介しておきます。「貧乏とは、欲が多す

ぎて満足できない人のことです。」又「私は持っているもので贅沢に暮らすことが出来ま

す。」「質素は自由のための闘いです。」「物であふれることが自由なのではなく、時間で

あふれることこそ自由なのです。」「人間のもっとも大事なものが生きる時間だとすれば、

この消費主義社会はそのもっとも大事なものを奪っているのです。」まだまだムヒカ元大

統領の言葉はありますが、今日はこのあたりで終わります。 

 

 

 

  広報委員会  

委員 池田茂雄 

「ロータリーの友・１月号の紹介」 

 1. 左開き  

(1) 堺フェニックス ローターアクトクラブ（P15） 

｢帝塚山学院 泉ヶ丘中学校・同高等学校インターアクトクラブ」と「堺フェニックス ロ

委員会報告 

 

時間 
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ーターアクトクラブ」がポリオ撲滅運動に熱心に取り組んでおり、ポスターやチラシを

作成し募金活動も行っています。今後の活躍を期待いたしております。 

 (2) みんなで一緒に歩こうよ（P18～19） 

埼玉県の中央に位置する東松山市を中心に、「第38回 日本スリーデーマーチ」が開催さ

れ、東松山ＲＣと東松山むさしＲＣでは、今回も障害のある人たちと一緒に10ｋｍコー

スの「ゆっくりウォーク」に参加しました。 

私、1月10日(日)に「大阪歩け歩け協会」主催によるＪＲ環状線１周27kmのうち、半周

の13km歩いてきました。参加者は約1200人でした。 

 (3) ここでクラブを再点検（P27） 

   アメリカ シカゴに於いて、３年に一度の規定審議会が今年４月に開催されます。

その結果を受けて、12月頃に「新・手続要覧」が出来上がります。早く見たい場

合には、夏頃から「ロータリー・ジャパン」の「My Rotary」からのダウンロード

もできます。 

 (4)「よねやま」から広がる新しい世界（P30～31） 

   大阪の交野ＲＣのお世話による米山奨学生 張
チョウ

 虞安
ユウアン

氏（中国）は、まじめで礼儀

正しい好青年でした。近畿大学大学院で博士号を取得して帰国しました。奨学期

間が終わると音信不通になる奨学生が多い中で、お世話になった米山奨学会に「毎

年1,000 US＄」を当クラブの口座に寄付金として送金してくれています。大金を

手にしているとは思えない彼が、何年も何年も寄付を続けてくれていることが、

とてもすごいことだと思っています。張氏は、累計10万ドルの寄付を目指して今

後も続けて行きたいと思っており、毎年 10 月の米山月間に「1,000＄」寄付する

ことで、自分の精神がリフレッシュされて気分が良くなるのです。 

2. 右開き 

 (1) オンリーワンの商品があれば（P4～8） 

   地方の小さな会社でも、オンリーワンの商品があれば、世界を相手に商売ができ

る。岩手県にある「日本酒」造りの会社「㈱南部美人 五代目蔵元」の記事です。

昭和25年に発足した会社です。 

 (2)「ロータリーの目的」の邦訳を考える（P15） 

   ｢ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎として奉仕の理念を奨励し、これを育

むことにある｣。 

   2013年規定審議会で「職業を持たない人」もロータリーの会員になれることとな

っている。 

   主文の中にある「事業」という文言は改訂の必要があるのではないでしょうか。 

 (3) マイナンバー会社のリスクと対策（P17） 

   マイナンバーとは、いわゆる「国民総背番号」のことです。マイナンバーを取り

扱う「社会保険労務士」や「税理士」などへの監督を義務付ける厳しい罰則規定

が設けられています。 

   我々は、依頼者からのマイナンバーを厳重に管理しなければならないこととなっ

ており、違反者には４年以下の懲役又は 200 万円以下の罰金が科されることにな

っている。 

 (4) 俳壇（P20～21） 

   ・噴き揚げて主婦のしあわせ今年米（堺フェニックスＲＣ  米田眞理子 様） 

   ・コンピューター使いこなせる夢を見た（堺清陵ＲＣ  物種唯修 様） 
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その他 

「地区大会のご案内」 

幹事 藤永 誉 

 

国際ロータリー第２６４０地区の２０１５～２０１６年度地区大会は、Ｋ.Ｒ.ラビンド

ランＲⅠ会長のテーマ「世界へのプレゼントになろう」のもと、大会スローガンを「地

区再生に向けて進もう」にしました。 

参加されるロータリアンが、本大会を通じてこの地区がようやく正常化に向けて大きく

歩みだしたことを喜び、親睦の輪を広め、ロータリーの奉仕の心を見つめ直す機会にし

たいと願っております。 

本年度の地区大会は、急遽和歌山市内のＩＭ３組で担当いただくことになった関係で、

十分な準備期間もなく、原点に戻って出来るだけ簡素な大会運営を目指しました。この

点皆様にご不便をおかけすることもあろうかと思いますが、地区再生に向けた私たちの

心意気を示すためにも出来るだけ多くの皆様のご参加をお願い申し上げます。 

記 

日時・会場： 

２０１６年２月２７日（土）『ルミエール華月殿』            

●本会議 13：30登録受付 14：00開会  16：30閉会 

     『ホテルアバローム紀の国』        

●ＲＩ会長代理ご夫妻歓迎晩餐会 17：30登録受付 18：00開宴 

 

２０１６年２月２８日（日）  

『和歌山県民文化会館 大ホール』      

●本会議 09：00登録受付 09：30開会   15：30閉会 

  

 

 

中川 澄会員 両親から旅行のとき非常にお世話になったのでロータリーの皆様に 

お土産を買っていくようにと厳しく言われたので、徳島が誇るイル 

ローザのお菓子を買ってきました。 

笹山悦夫会員 山口様、今日はお越し頂き有難うございました。卓話大変楽しみにして

おります。 

嶽盛和三会員 山口様卓話有難うございます。私も保護司を１３年位しておりまし 

た。懐かしく拝聴させて頂きます。 

合計 １１，０００円 

 

 

 

（１）本日の配布物 ・卓話資料 

 

（２）幹事報告 

・２月１２日(金)堺RC黒川ガバナー補佐訪問 

 当日クラブアッセンブリー開催の為、各委員会委員長は出席の事。また欠席の場合    

は、必ず代理の方に報告書の発表をして頂くよう手配お願い申し上げます。 

又、報告書は２月１２日例会終了後までに事務局へ提出して頂きます様合わせて 

お願い申し上げます。 

 ・中川会員、お土産有難うございます。 

幹事報告 

 

時間 

 

ＳＡＡ報告 

時間 


